
図番

図面ﾘｽﾄ

意匠図 図番 意匠図

本庁舎3号館天井改修工事

本庁舎３号館天井改修工事

表紙・図面リスト

工事名

図面名称 図  番 A-01

設計者資格

氏　名

縮  尺 －（Ａ２） 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者
横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課

案内図・配置図・工事概要・区分表

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-13

A-14

特記仕様書-1

特記仕様書-2

建具配置図・建具表

SKW-1改修詳細図

SS-1ｼｬｯﾀｰ改修詳細図

改修後 平面図・断面図・天井伏図

改修前 平面図・天井伏図

改修前 断面図

改修後 天井伏詳細図・断面詳細図

1F改修詳細平面図・雑詳細図

エントランス天井伏図・断面詳細図

A-12

改修後 膜天井・天井伏図

表紙･図面リスト

改修後 膜天井・下地鉄骨伏図A-15

仮設計画図（参考）

A-16

A-17

耐震天井仕様標準図

M-1

M-2

凡例（消火、空調）、A-A'断面図、機械設備平面図（新設）

機械設備図平面図（撤去）



AW-2(W1,100×H2,000）

・施工にあたっては、施設運営者・監督員と協議の上工程表を作成し承諾を受けるものとする。

・2階事務所、内部階段下事務所は運営中のため工事業者は施設運営者との連絡を密にとること。

なお、工事対象部分は必ず実測を行い承諾をうけること。

至久里浜

至汐入
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□ 特記事項

・工事中に特記なき事項は、『公共建築改修工事標準仕様書』、『公共建築物標準仕様書』による。

その他、不明な内容については監督員と協議すること。

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

①

②

番号

⑫

市民ホール、エントランスホールの既存天井材撤去工事

同上天井新設工事（膜天井、耐震天井）

番号

□ 工事区分票

工事内容 建築工事 電気設備工事 機械設備工事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

天井面撤去等における足場

天井仕上材、下地の撤去

自動火災報知設備の撤去、新設

換気扇、ダクト、撤去、新設

柱型のブラケット照明の撤去

同上撤去後の補修、仕上

ベンダント照明器具の撤去

照明器具（ｼｬﾝﾃﾞﾘｱ9か所共）、配線、管の撤去、新設 （台座） （昇降装置）

発生材運搬・処分

既存塗装面の改修

建具改修

内装仕上げ材の改修

10

11

12

1）工事部分の床、壁、内部階段の養生をおこなうこと。

・解体撤去に於いては、騒音、振動、防塵対策に十分配慮すること。

改修リスト

⑭

⑮

⑯

⑰

⑬

⑱

・仮設計画は、仮設計画図を併せて参照のこと。

ステンレス両開き自由扉 DP塗装改修

既存壁複層塗材改修（Ａ、Ｃ、Ｄ面）（下地洗浄+上塗り2回（ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ））

パネル目地部アクリル板塞ぎ撤去及びパネル目地新設

壁：炻器質タイル欠損改修

柱型t2.3アルミエンボス塗装面クリ－ニング（ワックス掛け）

床：御影石バーナー仕上クリーニング（洗浄ブラシ+ワックス掛け）

壁：炻器質タイルクリーニング（工業用塩酸）

排煙窓(AW-1）クリーニング3か所

天井面ペンダント照明撤去４か所（電気設備工事）

公衆電話台取外し、再取付+EP-G塗装改修

グリルシャッター改修ガイドレール除く、シャッターBOX DP塗装改修

柱型ブラケット照明撤去６か所 （電気設備工事）

鉄扉、消火栓のEP-G塗装改修（Ｃ面）

網入り透明t6.8に改修（1か所）

ｼｬ ｯﾀｰBOX ・EP-G塗装改修

本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称 図  番

設計者資格

氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者
横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課A-02案内図、配置図、工事概要、区分表 1：600（A-2）

ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝｳｵ-ﾙ下地調整RB種+DP塗装改修及びｶﾞﾗｽｼｰﾙ打ち換え（5×5）



   を利用する方法を用いて行うことができる。

   及び「監督員に提出」については、電子メール等の情報通信の技術

   承諾」、「監督員の指示」、「監督員と協議」、「監督員に報告」

(2)書面により行わなければならないこととされている「監督員の

  (2) 〃   1.1.5書面の書式及び取扱いの(2)

　   　　　1.1.2用語の定義の(ｱ)、(ｾ)及び(ﾅ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 項　 　目章 　　　　　　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　　　　　　　　
1.本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建

  に記載されていない事項は、「国土交通省大臣官房管庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築

2.改修標仕に用いられている用語を、次のとおり読み替える。

3.次の各号に該当する改修標仕の項目について、改修標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　3.特記事項の記載の[  .  .  ]内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　特記事項に記載の(　．．　)内表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

Ⅱ　特記仕様

　　4.製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

※請負工事費500万円以上の場合、登録する　　　　　　 　　　　　　　  [1.1.4]

仕　様　書

Ⅰ　共通仕様

１ 工事実績情報

２ 概成工期

３ 内部の工事期間等

１

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

　
各
　
章
　
共
　
通
　
事
　
項

　 ｻｰﾋﾞｽ (ＣＯＲＩＮＳ)

　 への登録

※無し　　・有(工期　令和　　年　　月　　日)                        [1.2.1]

※着手　令和　　年　月　日　～　終了　令和　　年　月　日までとする。

１ 騒音・粉じん等の

　 対策

・防音パネル　　・防音シート　　　　　　　　　　　　　　　　　[2.1.3]

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲：

       項　　　目号

別　表（建築改修工事）

　　　　　　置 き 換 え 後 の 改 修 標 仕 の 規 定

4.改修標仕の次の項目の規定は適用しない。

　 〃   1.7.2　技術検査　

  １章　1.1.2　用語の定義の(ﾆ)

  (1)１章

1.1.2　用語の定義

　　者をいう。

(ｱ)「監督員」とは、約款第10条に基づき受注者に通知された(1)

    システム上で電子決済処理された電磁的記録をいう。

　  発注者又は検査職員が行う検査をいい、工事の施工体制、

　  施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。

　  (ただし、②に係る検査を除く。)

①工事の完成(約款第32条)

②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等

　(約款第38条)

③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成(約款第39条)

④契約の解除時における出来形部分(約款第48条)

⑤必要があると認めたときの臨時検査(約款第50条）

(ﾅ)「工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために

1.4.2材料の品質等

　 契約時の最新版」の名簿に記載されている品目については、当該

　 建築材料等評価名簿（一般社団法人公共建築協会）

 　名簿に記載されている材料又は製造所の製品とするほか、設計図

(1)工事に使用する材料は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

　 書に定める品質及び性能を有するものとし、新品とする。ただし、

   設計図書に定めのある場合は、この限りでない。

　　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態

   であるものを指し、製造者による使用期限等の定めがある場合を

   除き、製造後一定期間以内であることを条件とするものではない。

　 の証明となる資料を、監督員に提出する。

　 材料を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたとみなす

　　  に記載されている材料又は製造所の製品（特記で改修標仕及び

　　  標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く｡)

(2)使用する材料が設計図書に定める品質及び性能を有すること

　 ただし、設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ

　 又はＪＡＳのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじめ

　 監督員の承諾を受けた場合(次の(ｱ)から(ｳ)のいずれかに該当する

　 ことができる。）は、この限りでない。

　 (ｱ)建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる材料

 　(ｲ)建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿

　 (ｳ)特記により指定された材料又は製造者の製品

1.4.4　材料の検査等

　 監督員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　　  マークを確認できる場合

　　  場合

(1)工事現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　 ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に該当する場合又はあらかじめ

　 (ｱ)工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳ若しくはＪＡＳの

　 (ｲ)建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査時

　 　 又は工事写真で品質、性能を証明するマーク等を確認できる

　 部分等の算出方法について監督員の指示を受けるものとする。

(2)約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形

(3)(1)の通知又は(2)の請求に基づく検査及び約款第48条及び第50条に

　 規定する検査は、発注者から通知された検査日に受ける。

※工場制作のための現場寸法調査

※外部足場組等の仮設工事

　督員と協議のうえ決定する。

※次の作業は内部工事着手前に行える。ただし、着手日、作業箇所は施設及び監

　・多雪地域の指定　　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（　　）

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

建築基準法に基づき指定する条件                                      [1.2.2]

工法による。

改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定

内容は各章による。

・

・石材施工(石張り施工)石工事

ﾌﾞﾛｯｸ､ALCﾊﾟﾈﾙ工事 ・ﾌﾞﾛｯｸ建築　・ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ施工

・造園

環境配慮改修工事 ・防水施工(ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業)　・ｶﾞﾗｽ施工

耐震改修工事 ・とび　・型枠施工　・鉄筋施工

・塗装(建築塗装作業)塗装改修工事

・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ　・鋼製下地工事)　・ﾀｲﾙ張り

・内装仕上げ施工　(・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ

・建築大工　・左官　・表装(壁装作業)内装改修工事

建具改修工事 ・ｻｯｼ施工　・ｶﾞﾗｽ施工

・樹脂接着剤注入施工

・左官　・ﾀｲﾙ張り　・塗装(建築塗装作業)外壁改修工事

・左官　・建築板金(内外装板金作業)

・塗膜防水工事作業　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業防水改修工事

    適用工事種別 技 能 検 定 の 職 種

　・仕上表　　・建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

※下記のものを作成し提出する。なお、作成方法等は、監督員の指示による。

とする。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するもの

※同一箇所の改修前と改修後が比較出来るように整理のうえ監督員に提出する。

※工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認で

１０追加特記　６「工事区分表」による。

　あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、撮影計画書の作成を省略できる。

※提出部数　　部

　きるように行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事写真

※提出部数　　部

　・その他監督員が指示した図面

※完成図　(A1　　部　A3　　部　ＣＡＤデータ)

１０追加特記　７「発生材の処理等」による。              　　  　   [1.3.12]

※要　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　 　　　　 [1.3.3]

４ 品質計画等

　 方法

 　濃度測定

 　取合い

５ 電気保安技術者

６ 発生材の処理等

７ 特別な材料の工法

８ 施工数量調査の

９ 技能士

10 見本施工

11 化学物質の

12 完成図等

13 施工図等の取扱

14 工事完成写真

15 工事施工状況写真

16 設備工事との

　を開始する。

     　　　各章共通事項　１節　共通事項

  (3) 〃   1.4.2材料の品質等の(1)及び(2)

  (4) 〃   1.4.4材料の検査等の(1)

  (5) 〃   1.7.1工事検査の(2)及び(3)

１章　各章共通事項

１節　共通事項

(ｾ)「書面」とは発行年月日及び氏名が記載された文書又は新潟県CALS

(2) 1.1.5　書面の様式及び

     　取扱い

(3)

(4)

(5)

　印刷物若しくは電子データ（DVD 等のメディア）で提出する。

※部分使用に係る条件に変更がある場合は、部分使用承諾書により、施設内部の使用

  (1)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

  (2)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

  築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」（以下「改修標仕」という。）により、改修標仕

　撮影要領(令和4年版)による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事

　編(令和4年版)」を参考に、撮影計画書を作成して、監督員に提出する。ただし、

2

本庁舎3号館天井改修工事設計図

　伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示　　・　

６ 目地改修工法

形状寸法 耐凍害性 うわぐすり 役 物 色

特注標準

・

・・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

あり なし
施工場所・用途

備考欄に記載された商品名等は、品質の程度を示すための参考商品名である。

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

 あり なし施釉 無釉
 備 考

  （㎜)

　外装ﾀｲﾙ　　　　・密着張り　・改良積上げ張り　・改良圧着張り

　ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ　　　　・ﾏｽｸ張り　 ・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

市民ﾎｰﾙ 227×90

108×90

５ ﾀｲﾙ張り

　
タ
 
イ
 
ル
 
張
 
り
 
仕
 
上
 
げ
 
外
 
壁
 
改
 
修
 
工
 
事

　　　　　　仕上げの形状

※砂壁状　・着色骨材砂壁状

・複層仕上塗材 ・ゆず肌状　・凸部処理　※凹凸状

耐候性　※耐候形３種　・耐候形２種

　溶媒　※水系　・溶剤形

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

　防水形の増塗材　※行う

３ 仕上げ塗材

※外装薄塗材E

・

・複層塗材E

・複層塗材RE

※防水形複層塗材E

・

・

・

　　呼 び 名　種　類

・薄付け仕上塗材

・複層塗材CE

上塗材（下地洗浄+ｼｰﾗｰ+上塗り2回）

　ﾀｲﾙの見本焼き　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　  　[4.2.2]

　ﾀｲﾙの試験張り　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　　　[4.2.2]

防火材料　・建築基準法に基づく指定又は認定を受けた材料とする。   [4.2.2]

　外観　※つやあり ・つやなし・ﾒﾀﾘｯｸ

  工事編）令和4年版」（以下「標仕」という。）による。

1.8.1　工事検査

構内既存の施設　　・利用できない　　　※利用できる（※有償　　・無償）

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ｣に基づく足場の設置に当たっては、  [2.2.1]

同ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

※無し

・片面

※無し

・片面

３ 工　事　用　水

４ 工 事 用 電 力

５ 仮 設 建 物 等

７ 養生

６ 足 場 

内部足場　・架台足場　・枠組棚足場

 ・　

外部足場　※枠組足場（設置範囲：・工事に必要な範囲　　・　　　　　　）

における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

既存部分の養生　　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ、合板等　　　　 　　　　　　        　[2.3.1]

既存家具等の養生　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　・　　 　　　　　　　　　　      　[2.3.1]

備品等の移動                                                       [2.3.1]

　※監督員の指示による施設内移動とする。(対象備品の移動先は、図示による) 

　・行わない

８ 仮設間仕切り 仮設間仕切り等の種別                                      [2.3.2][表2.3.1]

 種 別 　下 地 　　仕上げ材(厚さmm) 充墳材(mm)  塗 装

 ・A種

 ※B種

 ・C種

 仮設扉

※軽量鉄骨

・木造

　単管

※木製扉

・

※せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(※9.5　･　　)

・合板(※9　･　　)

防炎シート

合板張り程度

厚さ(　　)

・行う

厚さ(　　)

　撤去範囲　※下地ﾓﾙﾀﾙまで　・張付けﾓﾙﾀﾙまで

・外壁ﾀｲﾙ張り全面　・図示の範囲１ 既存ﾀｲﾙ張りの撤去

２ ひび割れ部改修工法 改修箇所　※既存ﾀｲﾙ張り面

３ 欠損部改修工法

４ 浮き部改修工法

　　　　　・既存ﾀｲﾙ撤去面（・ｺﾝｸﾘｰﾄ面　・ﾓﾙﾀﾙ面）

　　※行わない

　　・行う　　抜取り部の補修方法

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

　 　 ・ 　

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・

※1成分形又は2成分形 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

※行わない　・行う

※100～200

※50～100

・　

※200～300

注入口間隔(mm) 　注入量(ml/m)

・　

※40　　・　

※70　　・　

※130　 ・　

・　

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0以下

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

・機械式ｴﾎﾟｷｼ 0.5超え～1.0以下

0.3超え～0.5以下

0.2以上～0.3以下

※130

　　　　備　考　　　 種　別    充 填 材 料

・　

※150～250

　　注入工法の種類  ひび割れ幅(mm)

　　　　・　

一般部

※16

・　

※13

・　

※13

・　 ・　

※20

・　

※20

・　

※25

指定部 一般部 指定部

※25※20※12

※12 ※20

・　

・　

・　・　

・　・　

・　

・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

(mL/箇所)

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡) 注入口の箇所数(箇所/㎡)  注入量

※50

　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

・　 ・　

・　・　

 改修工法の種類

※25

・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　　　※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　　　・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

　　張替え用材料

　　　・接着剤　JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

　位置　※改修標仕表4.5.1による　・図示

　　　・張付けﾓﾙﾀﾙ　（・現場調合材料　　・既調合ﾓﾙﾀﾙ）

・ﾀｲﾙ張替え工法　　　　　　　　　　　　　　 　　　　    　[4.1.4][4.5.8]

ﾀｲﾙを撤去しない場合[4.1.4][4.2.2][4.4.10～4.4.15][4.5.4][表4.4.3][表4.4.4]

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 [4.3.4][4.5.5]

※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.3.7]

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.2][4.3.5][4.5.6]
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５
外部に面するｼｬｯﾀｰの耐風圧強度（　　　　　　　　）N/㎡　　　  　　[5.10.2]

開閉機能　　※上部電動式(手動併用)　・上部手動式　　　 [5.10.2][表5.10.1]

14 重量ｼｬｯﾀｰ

設置箇所　　・図示　　・　

障害物感知装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置箇所　　・図示　　・　

屋内用防火ｼｬｯﾀｰ若しくは防煙ｼｬｯﾀｰの危害防止機構

一般重量ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　※設ける　・設けない　　　　　　　　　　[5.10.2]

　・設ける（設置箇所：・図示　　・　　　　　　）

二重ﾁｪｰﾝ、急降下制動装置、急降下停止装置等を設けた電動ｼｬｯﾀｰの 　 [5.10.2]

　　　　　特性による種類

・強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

・複層ガラス

　　　　　　 色　　調

・強化ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ ※行わない

・行う

・熱線反射ガラス

17 ｶﾞﾗｽ

・合わせガラス

　特性による種類　　※ Ⅱ-1類

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・ﾌﾛｰﾄ強化ｶﾞﾗｽ

・型板ｶﾞﾗｽ

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収網入り磨き板ｶﾞﾗｽ

Ⅲ類（曲面はⅠ類）

・ﾌﾞﾙｰ　・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ｸﾞﾘｰﾝ

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びに複層ｶﾞﾗｽの厚さ　・建具表による

日射取得性、日射遮へい性による区分　・Ｇ　　・Ｓ

乾燥気体の種類　・空気　　・　

　　品　　質 　反射皮膜面  材料板ｶﾞﾗｽの種類 映像調整

※熱線反射ｶﾞﾗｽ

・高性能熱線反射ｶﾞﾗｽ

※内面　・外面

・内面

断熱性による区分　・Ｔ１　 ・Ｔ２ 　・Ｔ３　 ・Ｔ４ 　・Ｔ５ 　・Ｔ６

・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾙｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・　・熱線吸収倍強度ｶﾞﾗｽ

※ﾌﾛｰﾄ倍強度ｶﾞﾗｽ　　　

　　　　　色　　調材料板ｶﾞﾗｽによる種類の名称

・倍強度ガラス

　　 建具の種類

 鋼製及び軽量鋼製

 ステンレス製

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　　　 　　　　　　種　類

18 ｶﾞﾗｽ留め材

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　※ｶﾞｽｹｯﾄ(FIX部はｼｰﾘﾝｸﾞ材) アルミニウム製及び樹脂製

・樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　  　  [4.1.4][4.3.4][4.5.2][4.5.5]

　　　                                                              [1.7.2]

目視及び打診(必要に応じて破壊)による調査を行う。調査範囲及び調査    [1.6.2]

※実施する　　　　　　　　　　　　　                　　　　　　　　[1.7.5]

１０追加特記 ８「化学物質の濃度測定」による。   　　　　            [1.7.9]

　・案内図及び配置図　・平面図　・立面図　・断面図　　　　　 [1.9.1～1.9.3]
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ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.2.4]

伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地　　　　　　     　　 　　　　　[4.5.8]

下記以外は、建具表による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.14.2]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　[5.14.2][表3.7.1]

壁ﾀｲﾙ張りの工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[表4.5.4]

・ﾀｲﾙ部分張替え工法　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[4.1.4] [4.2.4]

壁ﾀｲﾙ張りの工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[表4.4.5］

［4.5.8］ﾀｲﾙの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.2.4][4.4.7]

種類、仕上げの形状、工法　　　　　　　　[4.1.5][4.3.2][表4.2.4][表4.5.2]

・目地ひび割れ部改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.4.16]

・伸縮調整目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.1.4][4.4.16]

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　・ ３６

構内既存の施設　　・利用できない　　　※利用できる（※有償　　・無償）

本庁舎３号館天井改修工事
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同等以上

　　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　　・図示の範囲

　　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　　・図示の範囲

　　※既存のまま

成する材料及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量はＦ☆☆☆☆を基本とする。なお、

該当する材料等がない場合において、Ｆ☆☆☆☆以外の材料等を使用する場合は

監督員の承諾を受けること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　 [6.1.2]

・天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲　　    　 [6.1.3]

・天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修　　　　　　　 　　　　　　　  [6.1.3]

１ 基本要求品質

　特記以外の建物内部に使用する内装改修工事の既製品等の品質、又は製品を構

２ 改修範囲 ・既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲　 　　 　 [6.1.3]

３ 施工数量調査

　　・図示の範囲

　下記の調査結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた施工数量

調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

・内部床、壁、天井等の改修後に見え掛りとなる既存のｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、

　ﾌﾟﾗｽﾀｰ、ﾎﾞｰﾄﾞ等の面

　　調査内容

　　　ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

　　　ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰの浮き部分を壁面に表示する。また、ﾓﾙﾀﾙの欠陥部分

　　　(ﾓﾙﾀﾙ目地を含む。)を調査する。

　　　仕上材の欠損部、腐朽部、脆弱部を壁面に表示する。

・ｶﾊﾞｰ工法による床・壁・天井改修箇所の下地材

　　調査内容

　　　既存下地材の不陸、脆弱部、欠損部を調査する。

　　　天井下地組の強度、腐朽状況を調査する

・改修工事後も使用する建具(枠、額縁を含む。)

　　調査内容

　　　建具の建付け状況、建具金物の不具合の有無、仕上げ材の欠損部、腐朽部

　　　を調査する。

・設備工事及び既存部分と改修部分との取合い部の整合を調査する。

・造り付けの実験台、作業台、流し及び黒板等で監督員が指示したものについて、

　欠陥部分不具合の有無を調査する。

４ 既存床の撤去

   及び下地補修

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の撤去　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 [6.2.2]

　　※仕上げ材のみ(接着剤とも)

　　・下地ﾓﾙﾀﾙとも(※図示の範囲)

　　・行わない(※図示の範囲)

・合成樹脂塗り床の材の除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.2.2]

　　・機械的除去工法

　　※目荒工法

改修後の床の清掃範囲　　※改修箇所の室内　・　　　　　　　　　　 　[6.2.2]

５ 既存壁の撤去

　 並びに下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修　　　　　　　　　　　    [6.3.2][4.4.9]

　※図示

　・[4.4.9]ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

　　　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置

　　　　※ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

６
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８ 合板等 合板等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

　　　　品 名 　　板 厚 　 接着の程度   樹 種 　防虫処理

・普通合板

・構造用合板

・化粧ばり構造用合板

・天然木化粧合板

・　

※5.5mm ・　　

※12mm  ・　　

・　

・　

・　

※１類　・２類

・特類　※１類

・特類　・１類

・１類　・２類

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・　

　屋外の場合の試験

　　箇所数　・当該階において3箇所程度　・図示

ただし、建築基準法に基づき指定する条件により、定まる風圧力に対応した工法を

改修標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

　 中央部　　　周辺部
　野　縁

施　工　箇　所

※下表以外は、改修標仕6.6.3及び表6.6.2による

　　　　　下地材の間隔（㎜）

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄ

　寸法(㎜) 　　　　　備　　考

・黒板 ※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ ※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

  ヶ所

 ヶ所

 ヶ所

 ヶ所 ・ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

 ・　

　寸法(mm)

31 黒板及び

   ホワイトボード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.8)

　 種類 　区分 種類

・ 

・ 

※焼付け ・鋼製

・ほうろう

・ 

32 室名札 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.10)

　材　　種

※塩化ﾋﾞﾆｰﾙ製

・ｱｸﾘﾙ樹脂製

 ※260×80×5

 ※260×80×12・県産杉板材

  ヶ所

  ヶ所

　突出型  面付型 　文字形式  受 金 具

 ※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) ・文字書込み

・文字彫込み

　　　　適 用 箇 所 　寸法（㎜）

下記以外全て

※図示

※450×450

・600×600

 目地形状

・額縁ﾀｲﾌﾟ

・目地ﾀｲﾌﾟ

・天井仕上げ材がDRの範囲

37 天井点検口

300×300×5 ・　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　[6.13.2][表6.13.1]

　　　　種　　類

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

　　　　　厚さ(mm)・規格等

・15　・20　・25

・15　・20　・25

ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ(※9.0　・12.0　・　　　)

・凹凸ﾀｲﾌﾟ(※12.0　・15.0)　((個)不燃)

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・難燃合板

・9.5（準不燃）　・12.5（不燃）

・9.5（準不燃）　・12.5（準不燃）

・12.5（不燃）　 ・15.0（不燃）

　9.5(不燃) ・化粧無(下地張り用)

　　　　　　・化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

・普通合板 表板の樹種・　　　 板面の品質・ 　　　厚さ ※図示

接着の程度・1種 ・2種　防虫処理・行う　・行わない

軽量鉄骨下地ﾎﾞｰﾄﾞ遮音壁の遮音ｼｰﾙ材　　　 　　　　　　　　　　　　 [6.13.2]

　※適用する　・適用しない

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞの継目処理　　　　　　　　　　　　　　　 [6.13.3][表6.13.5]

　目地工法の種類 せっこうボードのエッジの種類 　　　　　　施工箇所

・継目処理工法

・突付け工法

・目透かし工法

・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・ｽｸｴｱ

・ｽｸｴｱ

・ﾃｰﾊﾟｰ ・ﾍﾞﾍﾞﾙ

20 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

   その他のﾎﾞｰﾄﾞ張り
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６

１ 塗装業者 ※(社)日本塗装工業会の会員　　・監督員の承諾する業者

２ 材料 屋内の壁及び天井仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた防火材料

とする。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     [7.1.3]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.2.1～7.2.7]

７
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

 新規塗りの種別

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ－１種 ・Ａ－２種

・Ｂ－１種 ・Ｂ－２種

・Ｃ－１種 ・Ｃ－２種

※Ａ種

※Ａ種

・２級

・３級

・１級

・２級

・３級

　 ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(EP-G)

鉄鋼面

亜鉛めっき面

　　塗替えの種別

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

８ 耐候性塗料塗り

(DP) 　 下地の種類

鉄鋼面

　　塗替えの種別

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 上塗り

・１級

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

９ つや有合成樹脂

　　 下地の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面等

木部

・Ａ種　※Ｂ種

　　　新規塗りの種別

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.8.2]～[7.8.4][表7.8.1]～[表7.8.3]

　　　　　　　　　　　                [7.9.2]～[7.9.5][表7.9.1]～[表7.9.4]

　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

７

                                                                   [1.6.2]

9

積層合板 18

項　目

部  位

膜天井

耐震天井

シャッター

参
考
メー

カー

等
リ
ス
ト

特記事項

メーカー・品名・品種・品番 備  考

太陽工業㈱

三和シャッター㈱・文化シャッター㈱

同等以上

同等以上

10 膜天井･耐震天井 天井下地

ふところが3mを超える場合の補強　　※図示　　　　　　　　　　　　 

あと施工ｱﾝｶｰの引抜き試験　※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　 

既存の埋込ｲﾝｻｰﾄ　　・使用する　・使用しない　　　　　　　　　      

本庁舎３号館天井改修工事

図  番

設計者資格
氏　名

縮  尺 －（Ａ２） 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者
横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課特記仕様書-2 A-04

工事名

図面名称

桐井製作所㈱

屋外の天井の補強　　※図示　　

　　荷重　　・2600N以上　　

　 ごしらえ

３ 下地調整･素地

・図示による

施工箇所素地ごしらえ

※A種・B種

・A種※B種・C種

・RA種・RB種・RC種木部(不透明塗料)

鉄鋼面

鉄鋼面(DP塗)

けい酸ｶﾙｼｳﾑ板面

下地調整素地の種類

・RA種・RB種・RC種

・RA種・RB種・RC種

・RA種・RB種・RC種

・A種※B種・C種

・A種※B種・C種

・図示による

・図示による

・図示による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.3.2][7.3.3][表7.3.1]～[表7.3.4]

その他

鋼製建具
各表の注意

書きによる・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

 下地の種類

鉄鋼面

亜鉛めっき面

錆止め塗料の種別

 ※Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ａ種 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

  塗替えの種別

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ｃ種

 ・Ａ種 ・Ｂ種

 ※Ｃ種

  新規塗りの種別

 見掛かり部分　※Ａ種 ・Ｂ種

 見隠れ部分　　・Ａ種 ※Ｂ種

 その他　　　　・Ａ種 ※Ｂ種

 新規鋼製建具等※Ａ種 ・Ｂ種

                                      [7.4.3]～[7.4.5][表7.4.1]～[表7.4.3]

　　 下地の種類 　　　塗替えの種別

木部

※亜鉛めっき面

・鉄鋼面

※亜鉛めっき面

※鉄鋼面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 ・Ａ種　・Ｂ種

　　　新規塗りの種別

下地調整は

・Ａ種　※Ｂ種※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ｅ種・Ｃ種

４ 錆止め塗料塗り

５ 合成樹脂調合

　 ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(SOP)



t9石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地
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既存天井伏図 S=1:100

天井改修範囲

市民ホール

エントランス

t1.6ｽﾁｰﾙ加工SOP（撤去） t9石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地 t12岩綿吸音板W150（撤去）
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4,850 360
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Ｆ 既存のまま

建具改修箇所

2
,
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0
0

地階

既存1階平面図 S=1:100

Ｄ Ｅ

凡例 天井撤去部分を示す①

625 3,600 625625 3,600 625

1,800 1,8001,800

空調吹出口15か所

300

Ｃ

階段

（昇降装置共）

点検口

点検口

点検口

備考

改修前

改修後

改修前

改修後

室名

市民ﾎｰﾙ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

・耐震天井

天井

（質量≦2㎏/㎡） （質量≦20㎏/㎡）

t31ﾘﾌﾞ付岩綿吸音板

膜天井

t12岩綿吸音板

天井仕上表

耐震天井（質量≦20㎏/㎡）

既存地階平面図 S=1:100t9石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地

膜天井及t9.5石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地

（新設）

（撤去）

（新設）

（撤去）

同上

同上

同上

（下地共）

（　　 ）

（　　 ）

（　　 ）

t9岩綿吸音板ｶﾗｰ

t9.5石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地 t9岩綿吸音板ｶﾗｰ

本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称 図  番

設計者資格

氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日4

課  長 主査等 担当者

改修前 平面図・天井伏図 A-05 1:100（A-2） 5

横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課

Y2

Y1

Y0
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既存のまま
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時計：W=3.600×H-2.000

Ｆ～Ｆ断面図 S=1:200

300 300

公衆電話：取外し・再取付

本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称 図  番

設計者資格
氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者
横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課改修前 断面図 A-06 1:200（A-2)

備考

改修前

改修後

改修前

改修後

室名

市民ﾎｰﾙ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

・耐震天井

天井

（質量≦2㎏/㎡） （質量≦20㎏/㎡）

t31ﾘﾌﾞ付岩綿吸音板

膜天井

t9石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地 t12岩綿吸音板

天井仕上表

耐震天井 （質量≦20㎏/㎡）（新設）

（撤去）

（新設）

（撤去）

（同上）

（同上）

（同上）

（下地共）t9石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地

膜天井及t9.5石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地t9岩綿吸音板ｶﾗｰ

t9.5石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地 t9岩綿吸音板ｶﾗｰ

市民ホールｺﾝﾋﾞﾆ
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EPSDS
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Ｆ
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X7 X0X1X2X3X4X5X6 X1 X0

Y0

Y1
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1階キープラン 地階キープラン

Ｃ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｂ

Ａ

Ｄ Ｅ

Ｂ

Ａ



⑱

市民ホール

⑮

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

市民ﾎｰﾙ

改修後

改修前 t31ﾘﾌﾞ付岩綿吸音板

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

B

耐震天井

改修範囲改修範囲
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改修後天井伏図 S=1:200

改修後1階平面図 S=1:200 地階平面図 S=1:200

既存のまま

既存のまま

既存のまま
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天井室名 備考

改修後

改修前 t31ﾘﾌﾞ付岩綿吸音板

（質量≦2㎏/㎡）・耐震天井（質量≦20㎏/㎡）

岩綿吸音板t9EPｶﾗｰ（耐震天井）

不燃材料認定品 NM-4223-1.NRC値：069

時計：W=3.600×H-2.000
（既存のまま）

家具：既存のまま

家具：既存のまま

家具：既存のまま

家具：既存のまま
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膜ｼﾞｮｲﾝﾄ 膜ｼﾞｮｲﾝﾄ

1
,6
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目線位置

1
,
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00

目線位置

Ｆ～Ｆ断面図 S=1:200

⑱ ⑱

⑱

（PBt9.5下地耐震）

天井仕上表

（膜厚：0.47）

膜天井

耐震天井：岩綿-吸音板t9ｶﾗ-+PBt9.5捨貼 耐震天井：岩綿-吸音板t9ｶﾗ-+PBt9.5捨貼

耐震天井：岩綿-吸音板t9ｶﾗ-+PBt9.5捨貼 耐震天井：岩綿-吸音板t9ｶﾗ-+PBt9.5捨貼

耐震天井（質量≦20㎏/㎡）

⑨⑥

階段

U

t9石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地

膜天井及

吸音天井膜材：

t9石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地

t9.5石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地 t9岩綿吸音板ｶﾗｰ

t9.5石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地t9岩綿吸音板ｶﾗｰ

（撤去）同上

（新設）

（撤去）

同上

（　　 ）

（　　 ）

（下地共）

（新設）同上（　　 ）

本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称 図  番

設計者資格
氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者

改修後 平面図・断面図・天井伏図 A-07 1:200（A-2）

横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課
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建具表

建具配置図 S=1:100
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.
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既存のまま（ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）

4

③

階段

U

スチールシャッターSUS電動ｼｬﾀｰ改修（ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ既存のまま）

（EP-G塗装改修）（EP-G塗装改修） （EP-G塗装改修）

公衆電話：撤去・再取付

（EP-G塗装改修）

（EP-G塗装改修）

〃 〃 〃 〃

上部

上部 上部

市民ホール

枠見込み100

市民ホール

枠見込み100

ｼｰﾙ改修（枠廻り） ｼｰﾙ改修（枠廻り） ｼｰﾙ改修（枠廻り）ｼｰﾙ改修（ﾎﾞｯｸｽ廻り）ｼｰﾙ改修（ﾎﾞｯｸｽ廻り）ｼｰﾙ改修（ﾎﾞｯｸｽ廻り）

ｼｰﾙ改修（枠廻り）ｼｰﾙ改修（枠廻り）

枠見込み100・格子見込み50

ｼｰﾙ SR-1（ｶﾞﾗｽ廻り）

SSｹｰｽ塗DP装改修

ｽﾃｯｶ-貼替え

消 火 栓

DP塗装改修

重量電動開閉器：交換工事

既存熱線吸収網入り6.8撤去・透明網入り新設

S=1:50

スチ-ル片開格子扉 スチ-ル片開扉 スチ-ル片開扉 

スチールシャッター

SSﾎﾞｯｸｽ EP-G塗装改修

既存消火栓 

EP-G塗装改修

SSD

SSD
既存ステンレス両開き自由扉

公衆電話：移設先
（使用可能とする）

SSﾎﾞｯｸｽ EP-G塗装改修

DP塗装改修（両面） EP-G塗装改修（両面） EP-G塗装改修（両面） EP-G塗装改修（両面）

本庁舎３号館天井改修工事

図  番

設計者資格

氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者
横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課

工事名

図面名称 建具配置図・建具表 A-08 1:50,1:100（A-2）
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227×90ー7枚
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炻器質ﾀｲﾙ改修部

展開図 

Ａ部 詳細図 S=1:30
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家具：既存のまま

階段：既存のまま
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コンビニ

1階改修詳細平面図 S=1:100
展開方向 ＢＤ
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柱廻り改修図S=1:100⑦
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目地板W30新設

・1:100S=1:20

　

床：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ範囲
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SUS枠：既存のまま
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Ｂ部詳細S=1:20

1,875 1,100 1,875下部：既存倉庫既存のまま
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S=1:30・1:100

ﾊﾟﾈﾙ目地
10×10

Y2

1
2
,
4
5
0

3
6
0

3
6
0

9,70024,250

⑤
⑦

見切縁既存のまま
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詳細図参照
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2階壁面を示す
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⑯

ﾊﾟﾈﾙ目地更新

⑯ 公衆電話台：取外し、再取付 S=1：50

SS-1

SUSｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ既存のまま
ﾊﾟｲﾌﾟｶｰﾃﾝ共
重量電動開閉器：交換工事

⑤

4
7
5

2
,
4
5
0

部詳細図S=1:20⑦

⑥

50

941.3 941.3

⑥
⑭

3,750

凡例 ｼｰﾘﾝｸ M゙S-2を示す

（EP-G塗装改修）（EP-G塗装改修）（EP-G塗装改修）

SS-2（EP-G塗装改修）ﾎﾞｯｸｽのみ

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

①

②

番号

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑪

⑭

SD-4

SD-4（EP-Gに塗装改修）

SS-3 SS-2

⑪

⑪

ｼｰﾘﾝｸﾞ打換え20×10

市民ホール、エントランスホールの既存天井材撤去工事

同上天井新設工事（膜天井、耐震天井）

⑦

⑦ｱｸﾘﾙ板t3 撤去

（300×200）

⑦

⑥ ｱﾙﾐt2.3ｴﾝﾎﾞｽ仕上げ・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ（ﾜｯｸｽ掛け）

SS-3（EP-G塗装改修）ﾎﾞｯｸｽのみ ⑮ 4か所

ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝｳｵｰﾙ：DP塗装改修

1FL+3.000以降のみ⑥

モニュメント：既存のまま

壁：RCﾘﾌﾞ付@150複層塗材(ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ2回）塗装改修

⑤壁：ALCt150ﾘﾌﾞ@150複層塗材（ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ2回）塗装改修

既存炻器質ﾀｲﾙ:ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ⑪

凡例 ｼｰﾘﾝｸ M゙S-2を示す （金属）
（ｶﾞﾗｽ）

AW-1⑬

柱廻り展開図

Y0

③
⑧

⑩

⑰

⑱

⑱ ⑱

⑱

ｼｰﾘﾝｸﾞ

DP塗装改修

SD-3

柱：ｱﾙﾐt2.3ｴﾝﾎﾞｽ仕上面 （ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）

※取外し,移設後に公衆電話が使用可能な状態にしておくこと。

SR-1を示す

公衆電話：移設先
（使用可能とする）

560 70

1
,
7
0
0

90
0

正面図 正面図 

80 750

4
2
0

1
,
1
3
0

1
5
0

平面図 

※鋼鈑焼付パネル製

Y0

公衆電話台

EP-Gに改修

X2

移設先：使用可能
とする

ステンレス両開き自由扉 DP塗装改修

グリルシャッター改修ガイドレール除く、シャッターBOX、DP塗装改修

既存壁複層塗材改修（Ａ、Ｃ、Ｄ面）（下地洗浄+上塗り2回（ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ））

柱型t2.3アルミエンボス塗装面の クリ－ニング（ワックス掛け）

パネル目地部アクリル板塞ぎ撤去及びパネル目地新設

鉄扉、及消火栓の EP-G塗装改修（Ｃ面）

壁：炻器質タイルクリーニング（工業用塩酸）

壁：炻器質タイル欠損改修

床：御影石バーナー仕上クリーニング（洗浄ブラシ+ワックス掛け）

排煙窓(AW-1）クリーニング3か所

柱型 ブラケット照明撤去６か所 （電気設備工事）

天井面ペンダント照明撤去４か所（電気設備工事）

公衆電話台：取外し、再取付+EP-G塗装改修

ｼｬｯﾀｰBOX EP-G塗装改修

AW-2(W1,100×H2,000）網入り透明t6.8に改修（1か所）

階段

⑰

壁：磁器タイル改修

図  番

設計者資格

氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称

横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課1階改修詳細平面図・雑詳細図 A-09 1:20,30,50,100（A-2）

ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝｳｵ-ﾙ下地調整RB種+DP塗装改修及びｶﾞﾗｽｼｰﾙ打換え（5×5）

1階改修詳細平面図
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断面図

SKW-1　改修工事

ｶﾞﾗｽのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ5×5打ち換え

1
SKW

改修図

257257
910

7,384

210

941.3 〃 941.3〃

3975.2

S=1：100

（20×10）

2) ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ5×5打ち換え.方立召合せ部のｼｰﾘﾝｸﾞ20×10

召合せｼｰﾘﾝｸﾞ打替え

既存誘導灯（既存のまま）

凡例 ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2を示す（金属）

ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ5×5打ち換え

ST枠：DP塗装改修 ST枠：DP塗装改修

1
50

64
5

1
50

3) ｶﾞﾗｽのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

既存SSD-1：DP塗装改修

SR-1を示す（ｶﾞﾗｽ）

図  番

設計者資格
氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者
横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課

本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称 1:100(A-2）A-10SKW-1 改修詳細図

1) 方立（両面）、DP塗装改修（下地調整RB種）
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平面図 S=1:20
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SS-1　改修工事
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SS

130 14065 555

X2

1,
90

0

1
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0
0
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H=
3
,0

75
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565 60 481.7 93.3

断面図S=1:20 正面図 S=1:20 天井伏図 S=1:20

570 436.760

W=3,120

235

3
,1

3
0

23
5

23
5

130

130

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙSUS既存のまま

15×10

重量電動開閉器：交換工事

X2 X2

S=1：20

（SUS16φ70＠）

ｽｲｯﾁBOX：既存のまま

SS-1

2
35

70

点検ﾊﾟﾈﾙ：取外し、再取付

1
5

2
,1

05

C
H=

7.
1
00

耐震天井

300 806.7

（本館）

（3号館）

→

→

200×200

100×100

SUS館名文字撤去・新設（箱文字ｔ10）

凡例

2
00

2
00

15 15

75
7
5

10
0

2
00

2
00

1
00

1
00

1
00

20
0

文字配列

（取付用鋼材：既存使用）

（取外し再取付）

1)重量電動開閉器：交換改修工事

2)パイプカーテン（SUS16φ@70）交換改修工事

ｼｰﾘﾝｸﾞ

15×10

15×10
15×10

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙSUS（既存のまま）

ﾊﾟｲﾌﾟｶｰﾃﾝ：改修

MS-2を示す（金属）

STt1,6:DP塗装改修（下地処理）

上裏：ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ:DP塗装改修

SSｹｰｽ:DP塗装改修

点検ﾊﾟﾈﾙ:DP塗装改修 （DP塗装改修）

4)同上ｼｰﾘﾝｸ、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ廻り（15×10）打換え改修

3)上部ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ

※急降下停止装置・障害物感知装置・（座板スイッチ方式）仕様

図  番

設計者資格
氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者
横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課

本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称 SS-1ｼｬｯﾀｰ改修詳細図 A-11 1:20（A-2）

DP塗装改修（下地調整RB種）

ｼｬｯﾀｰ 改修詳細図
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膜水下CH=7.400

CH=7.100 CH=7.100
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8
7
5

15
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Ｂ CH=7.100空調吹出し

野縁受け繋ぎ材C-40×20×2,3

大梁550×900

10
0

100 250

100
250

250 100

小梁300×500

膜天端 CH=7.400（ﾚﾍﾞﾙ）

斜め部材：C-40×20×10×1.6 350×1800×350H 

新設吹出口ﾎﾞｯｸｽ 

大梁
4
78

.5

10

後打ち金属系ｱﾝｶｰ

（耐震天井）

野縁：25形Wバー（t=0.8）

野縁受けC-40×20×1.6

900900900 900

120 305305 120

57.61°

400

膜天端 CH=7.400（ﾚﾍﾞﾙ）

（膜厚：0.47）

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

（耐震天井）

空調噴出し
及ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

C40×20×1.6
R加工

ﾊﾝｶﾞｰ：RPﾊﾝｶﾞｰ（C40用）

@900

Ｂ部 詳細図S=1:1

@900

1
00
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既設撤去,新設
550×300
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C-40×20×1.6手摺：
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目線目線

凡例

平ﾋﾞｽφ4×16

ニ

450

Ａ部詳細図S=1:10

Ａ

ニ-ニ部詳細

ニ

MDFｔ9EP-G

吸音天井膜材：（膜厚：0.47）

歩板：t18×600集成材 歩板：t18×600集成材

既存小梁：500×300

3
00

合板t9

250120
MDFｔ9EP-G（R加工）
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0
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5 目線
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膜天井
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合板t9合板t9

18 20
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Ｂ
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CH=7.100

CH=7.100

合板t9 S野縁@1800

ロ ロ

天井：岩綿吸音板t9 ｶﾗｰPB9.5捨貼

けい酸ｶﾙｼｳﾑt4EP-G 

けい酸ｶﾙｼｳﾑt4EP-G 

けい酸ｶﾙｼｳﾑt4 EP-G けい酸ｶﾙｼｳﾑt4 EP-G 

膜天井：天井膜材

照明

400～600

受材：L-40×40×3@900

手摺（片側のみ）
C-40×20×1.6

70
0

Ｂ

補強ｸﾘｯﾌﾟ

ハ

60

600

受材：L-40×40×3

歩板：t18×600集成材
受材：L-40×40×3

2
0
0

60400～600

受材：L-40×40×3@900
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,
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8
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3
,
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5
R

2
,
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5

650 900 900 800

400

天井芯

6
0
0

：吊りボルト

凡例

X

Y

野縁受方向

野縁方向
（短期許容引張力4.81Kn)

：ブレース
上下

斜材算定 ：市民ホール

（計算書より）

：ダウンライト

：空調吹き出し口
（1.500×100）

（150φ）

歩板

145.84㎡/9.72 =15組

：エントランス 34.55㎡/11.53= 4組

木製W=600

：吊りボルト（L=100）

：吊りボルト（歩板用）

60

（EP-G）

9
0
0

60

6
0

6
0

75 450 75

600

400

ﾀｯﾌﾟﾋﾞｽ4×13

歩板：t18×640×1800集成材

22
5

4
5
0

2
2
5

後打ち金属系ｱﾝｶｰ3/8inL70
（短期許容引張力4.81Kn)

歩板：t18×440～640集成材

ﾀｯﾌﾟﾋﾞｽ4×28

受材：L-40×40×3

PL-3溶接

受材：L-40×40×3
（EP-G）

（EP-G）

歩板平面図S=1:20

歩板断面図S=1:20

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

3/8inL40 吊りﾎﾞﾙﾄ：3/8in

点検口600

天井：岩綿吸音板t9 ｶﾗｰ+PB9.5捨貼

天井：岩綿吸音板t9 ｶﾗｰ+PB9.5捨貼 天井：岩綿吸音板t9 ｶﾗｰ+PB9.5捨貼 天井：岩綿吸音板t9 ｶﾗｰ+PB9.5捨貼

C40×20×1.6 R加工

C40×20×1.6
@300

図  番

設計者資格

氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称 改修後 天井伏詳細図・断面詳細図 A-12 1:10,1:20,1:100（A-2）

横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課
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野縁受け繋ぎ材C-40×20×2,3

野縁：25形Wバー（t=0.8）

断面詳細図 S=1:20ロ～ロ

（耐震天井）

断面詳細図 S=1:20イイ ～
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平座金

（外径30mm、板厚1.0mm以上）
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以
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平座金

（外径30mm、板厚1.0mm以上）

ボルト　W 3/8"

ナット

（W 3/8"用）

平座金

（外径30mm、板厚1.0mm以上）

角Ｐ-19×19×1.2

平座金

（外径30mm、板厚1.0mm以上）

ボルト　W 3/8"

耐風圧Ｗクリップ
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角Ｐ-19×19×1.2
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(0.8)25形Ｗバー
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内

14060

吊りボルト：W3/8"（3分）

補強用パイプ：角P19×19

□　圧縮補強材 詳細図 S=1:20

斜め部材

C-40×20×10×1.6

角Ｐ-19×19×1.2

廻縁L75
ｱﾙﾐ

+（圧縮材□-19×19×1.2）

・1：100

外部
開口
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廻縁L75
ｱﾙﾐ

：吊りボルト

：ブレース
上下

野縁受方向

野縁方向

X

Y

凡例

後打ち金属ｱﾝｶｰ 3/8in

ブレース金具

ハンガー（Ｃ40用）

ハンガー（Ｃ40用）

天井：岩綿吸音板t9+PBt9.5捨貼

1:20S=エントランス天井伏図・断面詳細図

図  番

設計者資格

氏　名

縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称

横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課エントランス天井伏図・断面詳細図 A-13 1:20,1:100（A-2）
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天井：膜材

(膜厚：0.47mm、不燃材料認定品 NM-4223-1、NRC値：0.69)

膜定着金物：アルミ型材（A6N01ーT5）

アルマイトクリア仕上げ

※平面R部分は曲げ加工とする。

外周：アルミ型材
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都 市 部 建 築 計 画 課1:100（A-2）A-14改修後 膜天井・天井伏図
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都 市 部 建 築 計 画 課改修後 膜天井・下地鉄骨伏図 1:100（A-2）A-15



野縁受け：C-40×20×1.6

□各部材の平面配置図

　○斜め部材が野縁受け方向に配置される場合

□斜め部材下部納まり図

　○ハンガー納まり図

□斜め部材上部及び吊りボルト納まり図

□端部・段差部クリアランス詳細

　○段差部

吊りボルト

　○野縁受け方向断面図　○野縁方向断面図

　○斜め部材が野縁方向に配置される場合

○クリップ納まり図

・一般部

野縁受け:C-40×20×1.6

野縁：25形Wバー（t=0.8）

・補強部

野縁受けピッチ 900 900 野縁受けピッチ 900 900
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以
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1
0
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以
上

クリアランス

120㎜～150㎜

仕上げ材

CC-19

CC-19

野縁受け：C-40×20×1.6

野縁

下がり天井支持部材

下がり天井支持部材

：CS-19

：CS-19 ：25形Wバー（t=0.8）

天井インサート

※設計者様にてご検討願います。

斜め部材

[ 単位:mm,縮尺:1/10 ] [ 単位:mm,縮尺:1/5 ] [ 単位:mm,縮尺:1/5 ] 

[ 単位:mm,縮尺:1/20 ] 

[ 単位:mm,縮尺:1/30 ] [ 単位:mm,縮尺:1/5 ] 

[ 単位:mm,縮尺:1/5 ] 

[ 単位:mm,縮尺:1/10 ] 

廻り縁：Power L75

野縁受け：C-40×20×1.6

仕上げ材野縁：25形Wバー（t=0.8）

（周辺部）

　クリアランス寸法＋150mm以内

　60mm以上

　又は構造設計により

　承認された寸法以上

（クリアランス寸法）

　○端部（廻り縁を使用した場合）

斜め部材

以内

吊りボルト

クリップ（補強部）

野縁受け：C-40×20×1.6

野縁 仕上げ材

：25形Wバー（t=0.8）

ハンガー

：RPハンガー（C40用）

クリップ（一般部）

：耐風圧Wクリップ（C40用）

斜め部材

：25形Wバー（t=0.8）

野縁

：耐風圧Wクリップ（C40用）

クリップ（一般部）

野縁受け：C-40×20×1.6

クリップ（一般部）

：耐風圧Wクリップ（C40用）

野縁受け：C-40×20×1.6

：25形Wバー（t=0.8）

野縁

斜め部材

野縁

：25形Wバー（t=0.8）

野縁受け

：C-40×20×1.6

クリップ（一般部）

：耐風圧Wクリップ（C40用）

：25形Wバー（t=0.8）

野縁

野縁受け

：C-40×20×1.6

　+TBN-Wカバー

 　　φ4×16以上×5本 

クリップ（一般部）

：耐風圧Wクリップ（C40用）

※野縁方向・野縁受け方向の斜め部材が近接する場合

　クリップ補強部が重なる箇所については、省略が可能です。

斜め部材下部金具

斜め部材設置角度：30°～60°

吊りボルト：3/8”吊りボルト

　吊りボルトは端部から

吊りボルト：3/8”吊りボルト

吊りボルト：3/8”吊りボルト

：3/8”吊りボルト

 ※２：下穴が無く総板厚が3.2mmを超える場合はφ5×25以上のビスをご使用下さい

クリップ補強部

 ※１：斜め部材下部のビス固定（3本/箇所） 

※３：下穴が無く総板厚が3.2mmを超える場合はφ5×25以上のビスをご使用下さい

※１：斜め部材下部のビス固定（3本/箇所）

※２：野縁受け繋ぎ材のビス固定（2本/箇所） 

□接合部の納まり図

900mm程度

：3/8”吊りボルト

※支持構造部に当るまで上げて取付けること。

斜め部材上端取付金具：BKGスライド

仕上げ材

野縁受け繋ぎ材

：C-40×20×2.3

野縁受け

：C-40×20×1.6

斜め部材

野縁

：25形Wバー（t=0.8）

吊りボルト

：3/8”吊りボルト

ブレース下部金具

200mm

以内

200mm

耐震ビス

　φ4×16以上×6本

　※耐震ビス

　　　　　φ4×16以上×5本

耐震天井 仕様標準図

　　 ※耐震ビス：φ4×16以上×5本

　耐震ビス

ハンガー（C40用）

ハンガー（C40用）

ハンガー（C40用）

ハンガー（C40用）

ハンガー（C40用） ハンガー（C40用）

：ブレース金具

　斜め部材下部金具：ブレース金具

　クリップ（補強部）：耐風圧Wクリップ（C40用）+Wカバー

ハンガー（C40用）

：ブレース金具
：耐風圧Wクリップ（C40用）+Wカバー
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設計者資格
氏　名
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課  長 主査等 担当者本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称

横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課耐震天井仕様標準図 A-16 1:5,1:10,1:20,1:30（A-2）
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本庁舎３号館天井改修工事工事名

図面名称 図  番

設計者資格
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縮  尺 作  図 令和　　年　　月　　日5 4

課  長 主査等 担当者
横  須  賀  市

都 市 部 建 築 計 画 課仮設計画図（参考） A-17 1:100（A-2)

W=1200

・天井改修範囲：枠組本足場W=900（内壁等改修用）＋枠組棚足場（盛替えなし）



記号 名称 施工場所 材料 保温防食塗装等 備考

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ管 屋内隠蔽 SGP ― ―

■凡例（消火）■

SP

記号 名称 施工場所 材料 保温防食塗装等 備考

SAﾀﾞｸﾄ 屋内隠蔽
亜鉛鋼板製矩形ﾀﾞｸﾄ I・(ﾛ)・Ⅸ ―

断熱材付ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ ― ―

■凡例（空調）■

SA

市民ﾎｰﾙ 吹出口

BL-D　1500 ｱﾙﾐ製

815 m3/h 14 個

吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ　1800×350×350H

（GW-25　内貼）

※BL-Dは結露防止型とする。

■制気口表（新設）■

：新設

：既設

図面名称

工事名

都市部　建築計画課

横  須  賀  市担当者

作  図

級建築士登録第　　　　　　　　号
氏　名

設計者資格

縮  尺図  番

主  査  等課  長本庁舎３号館天井改修工事

凡例(消火、空調)、A-A'断面図
1:100　1：20(A2) 5    4  令和   年   月   日

A-A’断面図　1:20
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機械設備平面図（新設）　1:100

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾍｯﾄﾞ新設×６(巻出ﾌﾚｷ含む)

高感度型　72℃
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M-01

VD
風量測定口×２個×３か所 仮設消火器(ABC10号)設置



市民ﾎｰﾙ 吹出口

BL-D　1500 ｱﾙﾐ製

815 m3/h 14 個

吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ　1700×300×400H

（GW-25　内貼）

■制気口表（撤去）■

市民ﾎｰﾙ 吹出口

BL-D　1500 ｱﾙﾐ製

　　　 m3/h 2 個

ﾀﾞﾐｰ用

：撤去

：既設

図面名称

工事名

都市部　建築計画課

横  須  賀  市担当者

作  図

級建築士登録第　　　　　　　　号
氏　名

設計者資格

縮  尺図  番

主  査  等課  長本庁舎３号館天井改修工事

機械設備平面図（撤去） 1:100　(A2) 5    4  令和   年   月   日

機械設備平面図（撤去）　1:100
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